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シリーズ③認定農業者！！がんばれ
◎　さつま町中津川

米 永 正 幸 さん

　米永さんは，父の働く姿を見て，家業を継ごうと２１歳の時に就農さ

れました。現在，米２.２ha，そば６haを中心に，きのこやブロッコリ－

などの野菜を生産しています。

　生産したものは，自分たちで加工し，中津川地区に店舗を構える「こ

ずえそば」で使用するほか，量販店と直接契約し，販売しています。

　これからの農業は，生産だけではなく如何に自分たちで販路を見つけ

販売していくかが大切。今でも生産・加工・販売と行っていますが，今

後も販路の拡大を行い，自分たちで生産した安全・安心な農産物を，自

信を持って自ら消費者の元に届けたいと話す米永さん。

　平成１８年３月には認定農業者に認定され，地域の担い手として頑張

っています。

　今後，高齢化が進み，農地が荒れていくことが予想されます。近い将

来，大型機械を導入し，耕地が荒れるのを防ぎ，地域の担い手の一人と

して農地を守り，地域農業を支えていきたいと話されました。


